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LINE SMART CITY GovTechプログラム

ご紹介



LINE SMART CITY GovTechプログラムとは

日本で一番普及しているSNS LINEで行政と住民のコミュニケーションを円滑にし、

自治体DXを推進するプラットフォームです！

 LINEで必要な情報を必要な人にタイムリーに配信

 LINEのチャットボットでほしい情報を的確に提供

 LINEから予約などのオンライン手続きが可能に

 LINEで災害情報などを素早く発信

LINEを活用した自治体と住民のコミュニケーションをGovTechプログラムが推進します



LINE SMART CITY GovTechプログラムの提供機能

帳票作成（受付フォーム）

セグメント配信

シナリオ設定（チャットボット）

防災情報発信

カレンダー予約

管理・統計機能

自治体 住民



LINE SMART CITY GovTechプログラムの主な機能 帳票(受付フォーム)

LINEからシームレスに受付フォームが表示され、入力、
送信を素早く実行できます。

 受付フォーム（帳票）の作成

管理画面から、チェックボックスやプルダウンなどの入力項目をGUI
で選択して、受付フォームなどの帳票を簡単に作成できます。

スマホでの表示イメージ
はプレビュー画面で確認
できます。

 LINEからの受付フォームの表示と送信



LINE SMART CITY GovTechプログラムの主な機能 セグメント配信

管理画面の配信リストから対象となるユーザーの条件を絞り込
んでおくことで、指定したユーザーだけに情報を配信すること
ができます。

LINEから受信設定画面

を呼び出し、市民が欲
しい情報のカテゴリを
選択します。

下記の例では、受信設定
で「まちづくり情報」を
チェックした市民に限定
して、LINEのメッセージ
を配信できます。

 受信設定  セグメント配信設定  LINEメッセージの配信結果



LINE SMART CITY GovTechプログラムの主な機能 カレンダー予約

施設予約、窓口予約などをLINEから受け付ける時に
日時で予約枠数を設定することができます。

必要項目を入力して、予約日時設定に進むをクリックすると空
きのある予約枠を指定するカレンダー画面が表示されます。

 カレンダー予約付きの帳票の作成  カレンダー予約付きの帳票の作成



LINE SMART CITY GovTechプログラムの主な機能 シナリオ設定(チャットボット)

管理画面でシナリオを下記のようなGUI画面で設定できます。
設定したシナリオはLINEのトーク画面でチャットボットとして
動作します。

 ごみ出しのシナリオ設定  LINEでのチャットボット



LINE SMART CITY GovTechプログラムの主な機能 防災情報発信

防災情報発信では、スマホの位置情報から最寄りの避難所を案内します。さらに地図アプリと連動して、現在位置からの避難
所までの経路案内も提示できます。また、避難場所はLINEでシームレスに家族・知人へ通知できます。

 防災情報発信  最寄りの避難所の案内



LINE SMART CITY GovTechプログラムの主な機能 管理・統計機能

管理画面で友達数や帳票の起動回数などの各種情報を確認できます。

 管理・統計情報



自治体DXを推進する

LINE SMART CITY GovTechプログラムのご紹介は以上です。

ジインズでは、

LINE SMART CITY GovTechプログラムの導入サービスを

行っておりますのでお気軽にお問合せください。

メール： lsc-jins@jins.co.jp、お電話:055-269-8780 担当石原

※LSC GovTechプログラムの詳細についてはLINE Fukuoka株式会社の下記ページをご覧ください
https://smartcity.linefukuoka.co.jp/ja/project/smartcityproject/govtech


